と、 僕 は 思わず 叫んだ。 

『しつ、 静かに。 一人、 息 を ふきかえ したの だ』 

と 警官が 叱った。 でも その 顔 は 喜びに 輝いて いた。 

『 この 男が 口 をき くように なれば、 事件が どうし 

て 起つ たんだ か、 分る ぞ』 

と、 最後に 部屋から 出て きた 警部が、 部下に そっと 

囁いた。 

帆 村と 僕と は、 その 生き かえった 男の 後に ついて、 

急造の 病室に ついて 入った。 そこに は 瓦斯 中毒の 研究 

で 有名な 軍医の N 大尉が、 白い 診察 服の 腕 を まくって 

病人 を 迎えた。 



瀉血が、 この 瀕死の 被害者 を 救った。 

『よし、 これでまず 何とか 立ち直る だろう。 警視 

庁の 方。 訊問 は 今から 十分 間 かぎりで すよ。 それ 以上 

は いけません』 

ちんとう 

捜査 課の 幹部 は、 すぐに 松 下 研究員の 枕頭に 集って 

きた。 そして 彼の 耳のと ころに 口をつけて、 叱りつ け 

るよう に 相手 を 励しながら、 事件の 重要 点 をたず ねる 

のであった。 

『 —— 午後 三時 頃、 寒くな つたので、 窓 を 全部 閉めた _ 

そうです ね。 —— それから、 午後 四時に スト— ブをー 

つつけ た。 午後 五 時に あと 二つの スト— ブを つけた。 



午後 七 時に なって、 急に 苦しくな つて、 やりかけ てい 

た 実験 を 中止した。 すると 部屋 中に いた 全員が まるで 

いいあわせ たように バタ バタと 倒れた。 よろしい。 I 

I 貴方 も 倒れた。 その 前に、 窓のと ころへ いって、 窓 

を 二つ 開いた。 その後 は 何にも 覚えて いない。 —— そ 

れ だけです か。 いやよ く 分りました』 

被害者 は、 苦しそう に 歯 をく いしば つてい る。 酸素 

の コックが、 さらに 大きく ひねられた。 

しま 

『どう だ、 聞いた か』 と 帆 村 は 手帖 を ポケットに 収ぃ 

ながら、 僕の 横腹 をつ いた。 

『さあ、 現場へ 行って みょう ぜ』 



ある ぜ。 これ は 大丈夫 かね』 

『なんだ、 空気 抜け じ やない か。 空気 抜け は、 室内の 

空気 を 上に 吸い出す もの だ。 問題 はない』 

『果して そうかね。 おい 帆 村 君、 空気 抜けの 上 を しら 

ベ てみ た 方が いいと 思う がね』 

帆 村 は 僕の 顔 を じろ りと 見た が、 

『おい、 屋上へ 行って みょう』 

と 僕 を 誘った。 

懐中 電燈 をつ けて、 三階の 階段 を また 一 つ 上に のぼ 

ると そこ は 屋上 遊歩 場であった。 そして その 周囲 は、 

高さ 一 メ J ^ル ほどの 厚い 壁で ぐるりと とりまいて 



になって いて、 それと 気づかな かったん だね。 恐る ベ 

き —— し か し 危険き わ まる 熱心 さ だ 』 

そういった 帆 村 は 屋上に 出た。 僕 も 彼の あとに つづ 

いて 外に 出た が、 そのと き 帆 村 は 莨 を 吸うた め、 ぱっ 

と燐寸 をつ けて いると ころで あ つ た。 

(「 シュ ピオ」 一 九 三 八 年 四月 号) 
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